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方で、ＢＲＩＣｓ 代表されるように途上国の中からも発展目覚しい国が現れた。アジアでは中国が躍進し、インドが続き、最近ではオイルマネーを握った湾岸諸国が注目を集めていた。アフリカ諸国も資源国を中心に成長率が上向いていた。開発から取り残された貧困の問題を抱えつつも、発展する途上国の存在は世界経済のなかでの重み 増していた。イスラーム金融拡大もアジア経済の新しい流 として注目を集めていた。
　八月にこの原稿の執筆依頼を受けた時には、途上国の経済に







逆転し始めている。今回の金融危機はアメリカ 金融商品への依存度がより強かった米欧諸国に大きな打撃となった。途上国への影響については現段階では不明な部分も多いが、金融部門を中心にして相当 影響が予想され、また、今後、世界 実体経済が悪化していくのにつれて、貿易や国内経済への悪影響が強まっていくものと考えられる。途上国がこの試練を乗り越え、新しい成長への流れを生み出せることを願いたい。
（ふくだ 　さだし／アジア経済研究所図書館長）
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